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2023 年 3 月 7 日 

 

2022 年度 教育開発・学習支援センター活動報告 

 

 

教育開発・学習支援センター長 

 

１．体制 

教育開発支援機構長： 竹口圭輔（経済学部教授） 

センター長： 山本兼由（生命科部教授） 

教育サポートユニット・リーダー： 酒井理（キャリアデザイン学部教授） 

サブリーダー： 秋野喜彦（情報科学部教授）；大木良子（経営学部教授） 

学習サポートユニット・リーダー： 髙橋美穂子（経営学部教授） 

サブリーダー： 砂田充（経済学部教授）；田路則子（経営学部教授） 

データ活用推進ユニット・リーダー： 菅幹雄（経済学部教授） 

サブリーダー： 池上宗信（経済学部教授）；北浦康嗣（社会学部教授） 

事務局            ：   学務部教育支援課 

 

２．活動報告 

（１）全般にかかわる活動 

 教育開発支援機構内の他センターと協力しながら、法政大学 DX 推進計画を担う副学長プロジェクト「DX イ

ニシアティブ」及び「大学 DP 見直しプロジェクト」に協力した。SD 支援をするため、FD ワークショップを開

催した。センターの活動は 2022 年度教育開発・学習支援センター年報としてまとめ発行した。またセンターの

活動を広く周知するため、センター広報指針にしたがい Web 掲示板、HP、SNS を積極的に活用した。 

 

（２）教育支援にかかわる活動 

 対面・オンライン教育を支援する各種取り組みを行った。授業単位の支援として、Web 上で授業改善アンケー

トの実施・集計結果の提供、Web 上で GPCA 集計情報の提供、新任教員 FD 研修会、専任教員・兼任講師を対象

に 3 回の FD 教員セミナー（オンライン実施）、1 回の FD ワークショップ、教員による授業相互参観の確認、授

業リフレクションを目的とした学生による授業参観を実施した。カリキュラム単位の支援として、Web 上で学部

等別授業改善アンケート集計結果の提供、Web 上での学部等別 GPCA 集計情報の提供を実施した。また、教員対

象アンケートの実施を検討した。全学単位の支援として、News Letter の発行及び学習支援システム運営委員会及

び運用会議を運営した。また、GPA に対するガイドライン案の作成に向け検討を始めた。 

 

（３）学習支援にかかわる活動 

 対面・オンライン学習を支援する各種取り組みを行った。授業単位の支援として、「学習支援ハンドブック」の

改訂及びオンデマンドコンテンツ提供、博士後期課程生に提供するプレ FD を実施し、修了者へのオープンバッ

ジ発行を運用した。カリキュラム単位の支援として、授業形態に関する学生対象アンケートを学期ごとで実施し、

学修・学習における対面・オンライン学習の支援を検討した。全学単位の支援として、新入生サポート及びピア

ネット運営委員会による全学的正課外学習支援及び合同研修会の実施、学習ステーション L ステゼミへの 11 回

講座提供とともに、学習環境改善検討委員会の運営も行った。 

 

３．各ユニットの活動 

（１）教育サポートユニット 

・「授業リフレクションのための学生による授業参観」を企画し、研修修了学生 57 名、12 授業で実施 

・教員向けオンライン FD セミナーの企画・開催 

第 1 回 FD 教員セミナー（10/14 18:00〜19:30）                             [巻末資料 1] 

「学習支援システム『テスト/アンケート』の活用・利用方法について」 

第 2 回 FD 教員セミナー（12/2 18:00〜20:00）                              [巻末資料 2] 

「LGBTQ 等学生への配慮－教育の現場何ができるのか－」LF センター事務局／ダイバーシティ推進委員会 

第 3 回 FD 教員セミナー（3/2 18:00〜19:30）                               [巻末資料 3] 

1



「学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.2」 

小島尚人（文学部専任講師）／作村建紀（理工学部専任講師） 

・News Letter の発行：5 号発行 

・FD 教員研修を企画し、3 学部（国際文化学部・現代福祉学部・デザイン工学部）で実施 

 実施内容：FD 活動、剽窃チェックソフト、感染症に関する授業欠席等配慮願の受付について、学習支援シ

ステム 

・教員による授業相互参観の実施 

・GPA 策定ガイドライン案の作成に向けた検討  

・学習支援システム運営委員会の運営 

・職員向け FD ワークショップの企画・開催 

  第 24 回 FD ワークショップ（9/2 12:30〜16:30）                     [巻末資料 4] 

「大学職員のリスキリング ～自らを高める実践知とは～」 

講演「DX 時代のリスキリングの時代～個人としての向き合い方～」 

大嶋寧子氏 リクルートワークス研究所主任研究員 

ワークショップ「大学職員のリスキリングを考える」 

講演「情報セキュリティマネジメント・リスク管理の取り組みのご紹介」 

・2022 年度教育開発・学習支援センター年報を発行 

・会議等 

 教育サポートユニット会議オンライン会議 1 回（5/9） 

             Slack 会議 8 回（6/3-6、7/4、9/3-5、9/21-22、10/28-31、11/23-25、1/13-16、3/3-6） 

＋事業進捗状況に応じて、Slack により適宜情報共有を実施 

 学習支援システム運営委員会 1 回（3/6） 

 学習支援システム運用会議 オンライン会議 7 回（4/26、5/24、6/21、7/19、9/27、1/31、3/9）、 

メール会議 1 回（11/22） 

 

（２）学習サポートユニット 

・「学習支援ハンドブック」の活用・改訂（p.40ならびに p.43の例文の差し替え）          [巻末資料 7] 

・学習ステーション L ステゼミに 11 回の講座提供                         [巻末資料 6] 

「大学図書館を有効活用！～レポート・論文資料の探し方～」図書館職員（7/7） 

「レポート作成の基本の基本を学ぼう！」田路則子（経営学部教授）（7/8） 

「異性装演劇が可能にするもの」竹内晶子（国際文化学部教授）（10/12） 

「大規模自然災害が起きた時どうするか？」水野雅男（現代福祉学部教授）（10/27） 

「『させていただく』の使い方」椎名美智（文学部教授）（11/9） 

「詩を読んでみよう、書いてみよう」 

山﨑修平（人文科学研究科日本文学専攻博士後期課程 2 年）（11/16） 

「グローバルな問題に対して大学生は何をすべきか：ウクライナ問題を考える」 

中谷安男（経済学部教授）（11/18） 

「化学の視点でプラスチックを考える」杉山賢次（生命科学部教授）（12/1） 

「Python で学ぶ、相手に伝わらない悪文が生まれる理由」岸山健（兼任講師）（12/9） 

「経営の経済学」砂田充（経済学部教授）（12/12） 

「Python で学ぶ、母語にない音声が聞き取りづらい理由」岸山健（兼任講師）（12/16） 

・プレ FD に関する検討、企画、実施                                 [巻末資料 8] 

博士後期課程学生を対象としたプレ FDプログラムの実施 

以下３つの取り組みを行った学生にオープンバッチを付与する運用を開始した 

①学部授業を参観できる「授業参観制度」 

②プレ教育経験・教育歴を得ることを目的とした「L ステゼミの担当」 

③そのフィードバックを得るための「授業リフレクションのための学生による授業参観制度」  

・ピアネット運営委員会に関わる活動 

全学的正課外学習支援 

2022 年度ピアネット学生スタッフ合同研修会（12/10 13:00〜15:30） 

  「ピアネットの目的と概要について」ピアネット運営委員会事務局 
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  「プロから学ぶ SNS 等の活用のコツ～どうやったらバズりやすい？」 

株式会社サイクロン・クリエイティブ 

ピアネット・コンピテンシーテストの再構築への検討 

・新入生サポートに関する活動 

「新入生サポートプログラム」の実施（4/1、4～8） 

「学生生活なんでも相談ルーム」の実施（4/11～15） 

・会議等 

 学習サポートユニット会議 オンライン会議 3 回（5/16、6/27、11/21）、 

メール会議 3 回（10/11-14、1/19、2/21-27） 

＋事業進捗状況に応じて、メーリングリストにより適宜情報共有を実施 

 学習ステーション運営委員会 6 回（4/20、6/8、9/5、11/9、1/11、3/8） 

 ピアネット運営委員会 6 回（4/27、6/15、9/14、11/16、1/18、3/15） 

 学習環境改善検討委員会 2 回（8/4、3/1） 

 

（３）データ活用推進ユニット 

・「学生による授業改善アンケート」の企画・分析・報告書作成（大学評価室と協働）    [巻末資料 9] 

 2021 年度「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書の作成・公表 

2022 年度春学期「学生による授業改善アンケート」の企画・実施 

 2022 年度秋学期「学生による授業改善アンケート」の企画・実施 

・「授業形態に関する学生対象アンケート」の企画・分析・報告               

 2022 年度春学期「授業形態に関する学生対象アンケート」の企画・実施 

 2022 年度秋学期「授業形態に関する学生対象アンケート」の企画・実施 

 2023 年度以降に向けた「授業形態に関する学生対象アンケート」調査項目の見直し 

・正課・正課外を含む学習成果の可視化に関する検討 

・GPA と DP を連携させた分析の検討等 

・「オンライン授業に関する教員対象アンケート」の検討 

・会議等 

 データ活用推進ユニット会議 5 回（4/27、7/4、10/12、11/28、2/27） 

＋事業進捗状況に応じて、メーリングリストにより適宜情報共有・会議を実施 

 

４．学内会議 

（１）教育開発支援機構企画委員会 9 回（4/28、5/19、7/14、9/22、10/20、11/17、12/22、1/26、3/16） 

（２）ユニット・リーダー会議 10 回（4/12、5/10、6/7、7/5、9/6、10/4、11/1、12/6、1/17、3/7） 

 

５．所属学会・参加団体・外部対応 

（１）大学教育学会：団体会員 

（２）初年次教育学会：機関会員 

（３）日本リメディアル教育学会：賛助会員 

（４）全国私立大学 FD 連携フォーラム（JPFF：Japan Private Universities FD Coalition Forum） 

（37 大学加盟）：幹事校 

臨時幹事会・総会（4/26）、幹事会・総会・シンポジウム（6/18） 

幹事校・会員校ミーティング・懇談会（1/27） 

（５）関東圏 FD 連絡会（青山学院大学・國學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学） 

連絡会（6/23） 

（６）オンライン学生 FD 会議（嘉悦大学学生 FD 実行委員会主催）（3/4） 

 

６．その他 

学外セミナー参加  

 嘉悦大学授業 FD「100 分授業への対応について」での講演（2/15）：山本センター長登壇 

大学コンソーシアム京都「第 28 回 FD フォーラム」（2/18、23～25）：教職員 6 名 

以 上 
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2022 年度 教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター ユニット活動報告 

 

 

＜教育サポートユニット＞ 

  
Ⅰ．2022 年度活動計画 
 
１．ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
秋野喜彦（情報科学部）** 
大木良子（経営学部）** 
小島尚人（文学部） 
酒井理（キャリアデザイン学部）* 
高見京太（スポーツ健康学部） 
根橋巧（学務部教育支援課） 
松岡駿太（リカレント・通信教育センター事務部通信教育部事務課） 

[事務局]鍋田純子（学務部教育支援課） 
 
２．活動目的 
 授業レベル、学部・研究科レベル、全学レベルそれぞれでの教育支援を行う。 
 
３．活動計画 
（１）授業レベルでの教育支援 

① 授業リフレクションのための学生による授業参観 
 教員の応募が少ない状況への対応（とくに専任教員） 
 兼任講師への周知とニーズに応える工夫をする 

② FD 教員セミナー 
 2 回実施 11 月、1月（変更の可能性あり） 
 昨年度テーマ：剽窃チェックソフト活用、授業における著作権・ベストティーチャ

ーによる授業運営の工夫 
③ Newsletter の発行 

 年間 6回発行予定（6月、7月、9月、10 月、11 月、1月） 
3 回は教員セミナーに関しての情報発信 
剽窃チェックソフト活用、学習支援システム関連テーマで 2回 
授業リフレクションの学生のための授業参観関係で 1回 

 
（２）学部・研究科レベルでの教育支援 

① 学部教授会への FD 研修 
 春学期、秋学期で募集（通年 2学部実施） 
 研修テーマ（FD 活動、「剽窃チェックソフト」「学習支援システム」のインストラクシ

ョン） 
② 教員間授業参観の促進 

 
（３）全学レベルでの教育支援 

① GPA ガイドライン案の作成と活用方法の検討 
 オンライン化による水準変化とガイドラインの検討 
 学習成果としての GPA 活用方法（学生サイド） 
 教育成果としての GPCA 活用方法（教員サイド） 

② 学習支援システム運営委員会・運用会議の運営 
 システムの安定的運用及び改善に向けた意見集約 

③ FD ワークショップの実施 
 1 回実施（7月） 
 昨年度テーマ：ハイブリッド形態の授業実施の困りごと共有 

 
（４）その他 

① 年次報告書の作成 
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Ⅱ．2022 年度活動実績（報告） 

 

１．授業レベルでの教育支援 

①授業リフレクションのための学生による授業参観（旧学生モニター制度）の活性化  [巻末資料 5] 

    実施期間：2022 年 6 月 9日（木）～7月 20 日（水） 

         2022 年 10 月 17 日（月）～12 月 23 日（金） 

    参加学生：申込者 104 名；研修修了者 57 名；派遣者 34 名（のべ数） 

    実施授業数：12 授業（教員 10 名） 

②FD 教員セミナー：3回実施 

 （１）2022 年度第 1 回 FD 教員セミナー（Zoom によるオンラインでの実施）     [巻末資料 1] 

    開催日時：2022 年 10 月 14 日（金）18:30～19:30 

    テーマ：学習支援システム「テスト/アンケート」の活用・利用方法について 

    参加者数：95 名 

 （２）2022 年度第 2 回 FD 教員セミナー                     [巻末資料 2] 

    開催日時：2022 年 12 月 2 日（金）18:00～19:30 

    テーマ：LGBTQ 等学生への配慮 －教室の現場は何ができるのか－ 

    参加者数：71 名 

 （３）2022 年度第 3 回 FD 教員セミナー                      [巻末資料 3] 

    開催日時：2023 年 3 月 2日（木）18:00～19:30 

    テーマ：学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.2 

    参加者数：140 名 

③Newsletter の発行：5号発行 

    名称：LF センターNews Letter 

     発行：2022 年度 1号 2022 年 9 月 29 日（木） 

        2022 年度 2号 2022 年 11 月 11 日（金） 

        2022 年度 3号 2023 年 1 月 17 日（火） 

        2022 年度 4号 2023 年 3 月 8 日（水） 

        2022 年度 5号 2023 年 3 月 20 日（木） 

 

２．学部・研究科レベルでの教育支援 

①学部教授会への FD 研修：3回実施 

 （１）国際文化学部教授会における研修 

    実施日時：2022 年 7 月 8日（火）15:20～15:40 

    テーマ：剽窃チェックソフト活用 

    参加者数：41 名 

 （２）現代福祉学部教授会における研修 

    実施日時：2022 年 10 月 5 日（水）15:30～16:00 

    テーマ：剽窃チェックソフト活用、LMS を活用した書類等の授受等 

    参加者数：20 名 

（３）デザイン工学部教授会における研修 

    実施日時：2022 年 11 月 8 日（火）15:00～15:30 

    テーマ：FD 活動について、剽窃チェックソフト活用、学習支援システムの一層の活用 

    参加者数：30 名 

②教員による授業相互参観の実施 

    実施期間：2022 年 5 月 6日（金）～12 月 24 日（土） 

    実施授業数：110 件（3/15 時点での把握数として） 

 

３．全学レベルでの教育支援 

①GPA ガイドライン案の作成に向けた検討 

    GPA の活用方法の現状把握・再確認、GPA の経年変化のまとめ、他大学への調査実施等 

5



 

 

②学習支援システム運営委員会・運用会議の運営 

    学習支援システム安定的運用と改善に向けた施策実施、リプレイスに向けた意見聴取等の実施 

③FD ワークショップの実施 

第 24 回 FD ワークショップ（オンラインでの実施）                [巻末資料 4] 

    開催日時：2022 年 9 月 2日（金）12:30～16:30 

    テーマ：大学職員のリスキリング ～自らを高める実践知とは～ 

    参加者数：90 名 

 

４．その他 

①年次報告書の作成 

  「2022 年度教育開発・学習支援センター年報」を発行した。 

 

以上 
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＜学習サポートユニット＞ 

 

I．2022 年度活動計画 

 

１．ユニット・メンバー（五十音順、*：ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

杉山 賢次（生命科学部） 

砂田 充（経済学部）** 

髙橋 美穂子（経営学部）* 

竹内 晶子（国際文化学部） 

田路 則子（経営学部）** 

水野 雅男（現代福祉学部） 

柳瀬 和真（大学院事務部大学院課） 

[事務局] 五十嵐 基（学務部教育支援課） 

 

２．活動目的 

学習サポートユニットの主たる活動目的は、学生の主体的な学習をサポートするための、①ハード・

ソフト両面に渡る教育・学習環境の整備を行うこと、②正課外プログラムの企画、運営及び実施を行う

ことである。 

 

３．活動計画 

上記の目的を達成するために、次の学習支援活動を実施する 

（１）学習支援ハンドブック活用の検討 

→授業レベルでの学習支援 

（２）正課学習を支援する正課外活動の充実（L ステゼミ提供） 

（３）プレ FD プログラムの検討 

→学部・研究科レベルでの学習支援 

（４）学習環境改善検討委員会の運営 

→全学レベルでの学習支援 

（５）ピアネット運営委員会の運営、ピアネットコンピテンシーの測定 

（６）学習ステーションが主催となるプログラムの企画、運営及び実施 

→その他の学習支援 

 

（１）学習支援ハンドブック活用の検討 

① 学習支援ハンドブックの内容と連動した Lステゼミを実施する  

② 授業での活用促進を目的として、ハンドブックの内容に関するオンラインクイズの作成を

検討する（教育支援ユニットとの連携）。 

③ 2022 年度版の修正を行うとともに、必要と思われる箇所は加筆し、内容の充実を図る。 

 

（２）学習ステーション「Lステゼミ」の実施 

① 学習支援ハンドブックの内容と連動した「基礎的学習スキル」と「専門分野以外の幅広い学

びの機会」を提供するテーマを提供する。 

② 講師をユニット・メンバーに限定せず、学内の教員に対象を広げて募集することを検討する

（学習ステーションの存在や活動が教員間で必ずしも共有されていないことから、学習ス

テーションが行っている活動の認知度を上げることが目的）。 

 

（３）プレＦＤプログラムの検討 

① 博士後期課程学生が学部授業を参観できる「授業参観制度」の実施案を検討する。 

② 博士後期課程学生がプレ教育経験・教育歴を得られるよう「Lステゼミを担当」するこ

と、さらに当該 L ステゼミに対するフィードバックを得るために「授業リフレクショ

ンのための学生による授業参観制度」を活用することを検討する。 
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（４）学習環境改善検討委員会の運営 

① 対面とオンライン授業が共存する状況での学習環境の支援と整備を行う。 

 

（５）ピアネット合同研修会、ピアネットコンピテンシーの測定 

① ピアネット合同研修会の企画と実施を行う 

② ピアネットコンピテンシーの測定にあたり、質問票調査ではなく、ピアネット所属学

生へのインタビューを実施する（調査結果が一定程度蓄積された際に、ピアネットコ

ンピテンシーとして示す方針）。 

 

（６）新入生サポートプログラムの実施 

① 学習ステーションが主催となり、2022 年 4 月 1日（金）・4月 4日（月） 

～4月 8日（金）の土日を除く 6日間にわたり開催した。 

② 今年度より新入生サポートの終了後、学習ステーションにスタッフが常駐し、新入生

の相談を受け付ける「学生生活なんでも相談ルーム」を 1週間実施した。 

 

Ⅱ．2022 年度活動実績（報告） 

 

１．学習支援ハンドブック活用の検討                        [巻末資料 7] 

学習支援ハンドブックの内容と連動した Lステゼミを春学期に実施した。また、教員より寄せられてい

た修正依頼に対応し、p.40 ならびに p.43 の例文の差し替えを行い、関連個所の加筆修正を行った。 

 

２．学習ステーション「Lステゼミ」の実施                     [巻末資料 6] 

L ステゼミに 11 回の講座提供を行った（タイトル・概要・担当者・実施日は資料１を参照）。今年度は

講師をユニット・メンバーに限定せず、学内の教員に対象を広げて募集した。 

 

３．プレＦＤプログラムの検討                                 [巻末資料 8] 

博士後期課程学生を対象としたプレＦＤプログラムを実施した。プログラムの内容は、①学部授業を参

観できる「授業参観制度」、②プレ教育経験・教育歴を得ることを目的とした「Lステゼミの担当」と③

そのフィードバックを得るための「授業リフレクションのための学生による授業参観制度」である。さ

らに、これら３つの取り組みを行った学生にオープンバッチを付与するための申請を行った。 

 

４．学習環境改善検討委員会の運営 

2022 年 8 月 4 日（木）に第 1 回学習環境改善検討委員会を開催し、対面授業が主流となっているこ

とに伴って発生している学習環境の課題について意見交換を行った。2023 年 3 月 1 日（水）に第 2

回を開催し、授業時間割の再検討に向けた意見聴取等を実施した。 

 

５．ピアネット合同研修会、ピアネットコンピテンシーの測定 

ピアネット学生スタッフ合同研修会を 2022 年 12 月 10 日（土）に対面で実施した。2つの講演

（「ピアネットの目的と概要」、「プロから学ぶ SNS 等の活用のコツ～どうやったらバズりやす

い？」）の後、学生スタッフ同士の意見交換会を実施した（概要は実施報告書ならびにプログラ

ム、資料２・３を参照）。また、2022 年度第 5回ピアネット運営委員会（2023 年 1 月 18 日（水）

実施）にて、新たなピアネット・コンピテンシーテストの構築に向けた検討のため、事務局から各

部局に、学生スタッフとの面談時の質問事項（特定の質問事項がない場合は過去 2年の質問実績）

について聴取を行った。 

 

６．新入生サポートプログラムの実施 

学習ステーションが主催となり、2022 年 4 月 1日（金）・4月 4日（月）～4月 8日（金）の土日を除く

6日間にわたり開催した。今年度より新入生サポートの終了後、学習ステーションにスタッフが常駐し、

新入生の相談を受け付ける「学生生活なんでも相談ルーム」を 1週間実施した（資料４を参照）。 

以上 
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＜データ活用推進ユニット＞ 

 

I．2022 年度活動計画 

 

１．ユニット・メンバー（五十音順、*ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

池上宗信（経済学部）** 

彌冨仁（理工学部） 

岩田裕美（学務部教育支援課） 

北浦康嗣（社会学部）** 

菅幹雄（経済学部）* 

杉野誠（人間環境学部） 

久井英輔（キャリアデザイン学部） 

松本雄大（総長室大学評価室） 

森山祐紀（総長室大学評価室） 

[事務局] 齊藤光平（学務部教育支援課） 

 

２．活動目的 

「学生による授業改善アンケート」の分析・報告書作成、「授業形態に関する学生対象調査報告書」の 

分析・報告書作成、正課・正課外を含む学習成果の可視化に関する検討、GPA と DP を連携させた分析・

検討。 

 

３．活動計画 

（１）「学生による授業改善アンケート」の分析・報告書作成 

昨年度に実施した「学生による授業改善アンケート」の分析・報告書作成を行う。 

 

（２）「授業形態に関する学生対象調査」の実施・分析・報告書作成 

2021 年度春学期に実施した「授業形態に関する学生対象調査」について、2022 年度も継続して実施し、

分析・報告書作成を行う。 

 

（３）正課・正課外を含む学習成果の可視化に関する検討 

どのような学習成果の可視化の事例があるのか、他大学などの事例を調べる。 

 

（４）GPA と DP を連携させた分析を検討する。 

新たに GPA と DP を連携させた分析を検討し、今後の発展を探る。また、コロナ禍の影響を特に検討す

る。 

 

Ⅱ．2022 年度活動実績（報告） 

 

１．『2021 年度学生による授業改善アンケート全学集計結果報告書』の作成       [巻末資料 9] 

（１） ユニット・メンバーが『2021 年度授業改善アンケート全学集計結果報告書』を作成した。 

（２） 同報告書（学部・大学院）は第 2回 データ活用推進ユニット会議（2022 年 7 月 4日（月）実施）

に報告、承認された。 

（３） 同報告書（学部・大学院）は第 4 回ユニット・リーダー会議（2022 年 7 月 5 日（火）実施）に

報告、承認された。 

（４） ユニット・リーダー会議承認後、第 8回学部長会議（2022 年 7 月 21 日（木）実施）で報告の上、

同報告書を教育開発・学習支援センターホームページにて公開した。 
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２．2022 年度「授業形態に関する学生対象アンケート」の実施・分析・報告 

（１） 同アンケート調査は「学生による授業改善アンケート」と同時期に法政大学アンケートシステム

を用いて、全学部生・大学院生（通学課程の科目を履修している通信教育部生を含む）を対象と

して実施された。 

（２） 春学期のアンケート調査実施後、教育開発・学習支援センター内で集計を行ったものを、第 3回

データ活用推進ユニット会議（2022 年 10 月 12 日（水）実施）で検討の上、承認を得た。 

（３） 同報告書は第 7 回ユニット・リーダー会議（2022 年 11 月 1 日（火）実施）で報告、承認され

た。 

（４） ユニット・リーダー会議承認後、第 13 回学部長会議（2022 年 11 月 10 日（木）実施）で報告し

た。 

（５） 次年度の授業形態に関するアンケートの調査項目の改訂案を検討した。 

 

３．2022 年度「学生による授業改善アンケート」の実施 

2022 年度「学生による授業改善アンケート」を春・秋学期に実施した。 

 

【通学課程】 

春学期前半（デザイン工学部・デザイン工学研究科・市ヶ谷文系研究科）：2022 年 5 月 19 日（木）～6

月 8日（水） 

春学期期末（全学部・研究科）：2022 年 6 月 30 日（木）～8月 8日（月） 

秋学期前半（デザイン工学部・デザイン工学研究科・市ヶ谷文系研究科）：2022 年 10 月 26 日（水）～

11 月 16 日(水） 

秋学期期末（全学部・研究科）：2022 年 12 月 7 日（水）～2023 年 2 月 7日（火） 

 

【通信教育課程】 

ゴールデンウィークスクーリング：2022 年 5 月 5日（木）～5月 12 日（木） 

大阪市スクーリング：2022 年 5 月 20 日（金）～5月 29 日（日） 

仙台市スクーリング：2022 年 6 月 3日（金）～6月 12 日（日） 

前期週末スクーリング：2022 年 6 月 27 日（月）～7月 18 日（月） 

春期スクーリング・前期メディアスクーリング：2022 年 6 月 30 日（木）～8月 8日（月） 

夏期スクーリング：2022 年 7 月 27 日（水）～8月 17 日（水） 

札幌市スクーリング：2022 年 10 月 10 日（月）～10 月 17 日（月） 

名古屋市スクーリング：2022 年 11 月 4 日（金）～11 月 11 日（金） 

後期週末スクーリング：2022 年 11 月 21 日（月）～12 月 12 日（月） 

秋期スクーリング・後期メディアスクーリング：2022 年 12 月 7 日（水）～2023 年 2 月 7日（火） 

福岡市スクーリング：2022 年 12 月 16 日（金）～12 月 23 日（金） 

冬期スクーリング：2023 年 1 月 24 日（火）～2月 10 日（金） 

 

４．正課・正課外を含む学習成果の可視化に関する検討 

他大学の事例を確認したが、特に魅力的なものはなかった。 

 

５．GPA と DP を連携させた分析の検討 

今後の各学部の DP の見直しを待つことになった。 

 

６．教員を対象とするアンケート調査の検討 

ユニット・リーダー会議で教員を対象とするアンケート調査を検討することが提案され、ユニット

で検討を行った。 

 

以上 
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巻末資料 

 

１ 第 1 回 FD 教員セミナー 

「学習支援システム『テスト/アンケート』の活用・利用方法について」 

（2022 年 10 月 14 日） 

 

２ 第 2 回 FD 教員セミナー 

「剽窃チェックソフト（Turnitin）の利用方法について」（2022 年 12 月 2 日） 

 

11



３ 第 3 回 FD 教員セミナー 

「授業目的公衆送信制度の理解・学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫」 

（2023 年 3 月 2日） 

 

 

 

４ 第 24 回 FD ワークショップ 

「大学職員のリスキリング ～自らを高める実践知とは～」（2022 年 9 月 2日） 
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５ 授業リフレクションのための学生による授業参観 

 

 

６ 学習サポートユニットとの連携（L ステゼミ） 
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７ 『学習支援ハンドブック』 

（抜粋） 

 

 

８ プレ FD プログラム 
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９ 2021 年度「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書 

（抜粋） 
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